
　

同
例
会
は
十
八
時
半
か
ら
、
名
古
屋

市
東
区
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
が
第
一
四
回

で
、
経
営
者
、
企
業
幹
部
ら
約
三
〇
人

が
出
席
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
飯
塚
局
長
が
「
我
が

国
財
政
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講

演
。
飯
塚
局
長
は
「
財
政
の
事
実
を

淡
々
と
お
話
し
し
た
い
」
と
前
置
き
し

て
、
一
般
会
計
歳
出
に
占
め
る
主
要
経

費
（
社
会
保
障
関
係
費
、
地
方
交
付

税
、
国
債
費
）
の
割
合
が
昭
和
三
十
五

年
に
は
約
三
〇
％
だ
っ
た
の

に
対
し
、
二
〇
年
後
の
五
十
五

年
に
ほ
ぼ
半
々
と
な
り
、
平
成

二
十
八
年
度
に
は
約
七
〇
％
と

逆
転
し
、
文
教
・
科
学
振
興
費
、

防
衛
費
等
は
約
二
〇
・
五
％
、

公
共
事
業
関
係
費
は
六
・
二
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
ま

で
、
財
政
硬
直
化
の
推
移
を
説

明
し
た
。

　

財
政
収
支
の
国
際
比
較
（
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）
で
は
大
幅
赤
字

の
日
本
は
主
要
七
カ
国
中
、
最

下
位
で
、
債
務
残
高
の
国
際

比
較
（
同
）
も
二
十
八
年
が

二
三
二
％
余
で
、最
悪
の
水
準
。

イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
よ
り
も
悪
く
、

七
五
％
で
ト
ッ
プ
の
ド
イ
ツ
と
の
差
は

歴
然
と
し
て
あ
ま
り
に
も
大
き
い
と
指

摘
。

　

ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
と
社
会
保
障

改
革
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
社
会
保
障

給
付
費
が
高
齢
化
に
伴
っ
て
増
加
す
る

中
、
給
付
費
が
保
険
料
収
入
の
伸
び
を

上
回
り
続
け
て
お
り
、
差
額
は
公
費
負

担
に
相
当
依
存
し
て
い
る
た
め
、
特
例

公
債
の
発
行
を
通
じ
て
負
担
を
将
来
に

先
送
り
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
三
十
七
年
度
に
は
、
社
会
保
障

に
か
か
る
費
用
は
一
四
八
・
九
兆
円
で

二
十
四
年
度
の
一
・
三
六
倍
、
介
護
、

医
療
費
は
こ
れ
を
上
回
る
倍
率
に
な
る

こ
と
や
将
来
の
歳
出
見
通
し
な
ど
を
グ

ラ
フ
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

飯
塚
局
長
は
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

「
金
融
、
財
政
出
動
だ
け
で
は
な
く
、

経
済
の
成
長
戦
略
が
最
も
大
事
だ
と
思

う
。
ま
だ
、緒
に
就
い
た
ば
か
り
だ
が
、

制
度
改
革
が
重
要
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
会
の
後
の
懇
談
会
で
は
、
ホ
ク

セ
イ
の
山
下
三
男
社
長
の
発
声
で
乾

杯
、
出
席
者
ら
は
講
演
内
容
を
話
題
に

し
な
が
ら
、
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
、「
東
海
財
界
倶
楽
部
例
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
ら
を
中
心
と
し
た
異
業
種
交
流

会
で
、
こ
の
日
は
財
務
省
東
海
財
務
局
飯
塚
厚
局
長
が
講
師
を
務
め
、

消
費
税
延
期
な
ど
で
注
目
さ
れ
る
日
本
の
財
政
に
つ
い
て
解
説
。
講
演

の
後
、
親
睦
会
も
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
た
。

第 14 回「東海財界倶楽部」例会
飯塚厚氏を招いて開催

講演を行う飯塚厚東海財務局長


